
珈　

戦
前
戦
中
に
『
東
洋
経
済
新
報
』
の
社
説
を
書
く

な
ど
石
橋
湛
山
と�
昵
懇�
だ
っ
た
外
交
評
論
家
の
清�
沢
洌�

じ
っ
こ
ん 

　

き
よ
し

が
残
し
た
「
暗
黒
日
記
」
を
、
文
体
と
語
句
を
現
代
風
に

読
み
や
す
く
書
き
換
え
た
清
沢
洌
『
現
代
語
訳　
暗
黒
日

記
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
２
２
０
０
円
）
が
出
版
さ
れ

た
。
広
く
読
ま
れ
て
い
る
岩
波
文
庫
版
（
山
本
義
彦
編
）

同
様
、
本
書
も
原
本
か
ら
抜
粋
、
編
集
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
比
較
し
て
み
た
の
だ
が
抜
粋
個
所
は
か
な
り
異

な
る
。
清
沢
の
最
も
言
わ
ん
と
す
る
の
は
ど
の
部
分
か
、

ま
た
当
時
の
状
況
を
ど
こ
が
的
確
に
伝
え
て
い
る
か
、

の
編
集
判
断
が
こ
れ
ほ
ど
違
う
と
は
意
外
だ
っ
た
。
削

除
部
分
も
、
修
正
さ
れ
た
原
文
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
や
は

り
大
事
だ
し
、
本
書
を
入
り
口
に
全
文
収
録
の
評
論
社

版
（
橋
川
文
三
編
）
へ
進
め
れ
ば
何
よ
り
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
今
回
、
読
み
直
し
て
み
た
限
り
で
も
、

世
情
へ
の
率
直
な
物
言
い
、
痛
烈
な
軍
部
・
新
聞
批
判
、

厳
し
い
人
物
評
な
ど
、
屈
指
の
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
面
目

躍
如
た
る
こ
と
に
改
め
て
感
服
し
た
。
清
沢
の
主
張
や

感
想
は　

年
後
の
今
も
な
お
新
鮮
で
、
ま
っ
た
く
意
義

８０

を
失
っ
て
い
な
い
。
丹
羽
宇
一
郎
氏
の
解
説
と
事
項
や

人
名
の
脚
注
が
理
解
を
助
け
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

玳　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
経
済
社
会
的
な
分
析
は
極
め
て

重
要
な
の
に
な
お
十
分
と
は
言
え
な
い
。
そ
ん
な
中
で

原
田
泰
『
コ
ロ
ナ
政
策
の
費
用
対
効
果
』（
ち
く
ま
新
書
、

９
４
６
円
）
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
喜
ば
し
い
。
専
門
家

会
議
と
政
府
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
め
ぐ
る
百
家
争
鳴
、
緊
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急
事
態
宣
言
の
効
果
、
医
療
崩
壊
と
ワ
ク
チ
ン
敗
戦
、

コ
ロ
ナ
不
況
と
対
策
の
混
乱
な
ど
デ
ー
タ
や
フ
ァ
ク
ト

は
豊
富
だ
し
、
分
析
も
的
確
で
興
味
深
い
指
摘
が
多
い
。

　

と
く
に
一
律
給
付
、
Ｇ�
ｏ�
ｔ�
ｏ�
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
雇

用
調
整
助
成
金
な
ど
で
の
政
策
対
応
に
は
問
題
点
山
積

だ
と
す
る
著
者
の
見
解
は
傾
聴
に
値
す
る
。
多
少
の
異

見
は
持
っ
た
け
れ
ど
も
、
著
者
の
指
摘
が
政
策
と
し
て

受
け
止
め
ら
れ
て
い
れ
ば
よ
り
高
い「
コ
ス
パ
」が
得
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
。
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
政
策
担

当
者
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
で

今
後
の
政
策
に
役
立
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

珎　

カ
ラ
ヤ
ン
フ
ァ
ン
に
は
申
し
訳
な
い
が
ヴ
ェ
ル
ナ

ー
・
テ
ー
リ
ヒ
ェ
ン
『
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
か
カ
ラ

ヤ
ン
か
』（
中
公
文
庫
、
１
１
０
０
円
）
は
フ
ル
ヴ
ェ
ン

に
軍
配
を
上
げ
る
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
の
打
楽
器
奏
者
に

よ
る
快
著
で
、
著
者
は
音
楽
性
で
は
な
く
人
間
性
に
お

い
て
カ
ラ
ヤ
ン
を
評
価
し
な
い
。　

年
前
、
初
版
の
２

３０

年
後
に
購
入
し
た
単
行
本（
音
楽
の
友
社
）に
は
す
で
に

７
刷
り
と
あ
っ
た
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
並
み
に
売
れ
た
音

楽
書
が
今
回
、
文
庫
化
さ
れ
た
わ
け
で
、
多
彩
な
エ
ピ

ソ
ー
ド
か
ら
オ
ケ
の
内
側
が
見
え
て
く
る
の
も
楽
し
い
。

玻　

歌
舞
伎
の
定
番
「
慶
安
太
平
記
」
は
三
代
将
軍
徳
川

家
光
の
死
に
乗
じ�
由
比
正
雪�
が
倒
幕
を
計
る
実
話
だ
が
、

ゆ
い
し
ょ
う
せ
つ

真
保
裕
一
『
真
・
慶
安
太
平
記
』（
講
談
社
、
１
９
２
５

円
）
は
こ
れ
を
ひ
と
ひ
ね
り
（
版
元
に
よ
れ
ば
「
真
相
秘

話
」）
し
て
、
諸
説
あ
る
正
雪
の
実
の
姿
が
意
表
を
突
く
。

中
近
世
に
詳
し
い
本
郷
和
人
東
大
教
授
は
「
手
に
汗
握

る
大
活
劇
」
と
絶
賛
し
て
い
る
が
、
主
人
公
の
保
科
正
之

の
複
雑
な
心
理
描
写
な
ど
見
事
で
と
り
わ
け
終
盤
は
ぐ

ん
ぐ
ん
盛
り
上
が
り
、
引
き
込
ま
れ
る
。��（
浅
野　
純
次
）
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